
平時の“つながり”が
　　　　防災・減災の“架け橋”に！
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岬町     会福祉     議会岬町     会福祉     議会

　社会福祉協議会は、通称「社協」と呼ばれ、地域すべての
みなさんが、明るく健やかな生活を送れるように、地域の団
体・機関・施設などが話し合い、協力しあって総合的な福祉
の推進を図るために設置された民間の団体です。
　平成12年に施行された社会福祉法においては、「地域福祉
の推進を図ることを目的とする団体」として明確にされてい
ます。

２

　戦後間もない昭和26年に、戦後の「社会救済」のため、公
では担えない福祉を行う目的で、全国に中央社会福祉協議会
としてはじまり、その後都道府県で設立され、そして市町村
へと設置が進められました。
　岬町では、昭和37年4月に岬町社会福祉協議会が創設され、
低所得者や障がい者などの方々への生活福祉資金の貸付事業
や住民の皆さんの困りごと、心配ごとの相談所の運営、ボラ
ンティア活動の前身となる善意銀行の奉仕活動、共同募金・
歳末たすけあい運動を展開しました。
　昭和53年、福祉委員会を各地区に組織、平成6年には岬町ボ
ランティアセンターを開設し平成31年には岬町ボランティア
住民活動支援センターへ生まれ変わり、福祉活動を推進して
います。

　社協の趣旨・目的・事業にご賛同いただき、財政支援という形で地域
福祉活動に協力、参加していただく制度です。会員であるということ
は、地域の一員として社協が行っている活動（4～7ﾍﾟｰｼﾞ参照）を支え
ていただくとともに、社協活動を知っていただくことで「わたしたちの
地域」の問題を共に考えていただける機会となっています。

　本年度も、社協の趣旨にご理解、ご賛同をいただき会員加入を賜り厚くお礼申し上げます。
　皆さま方からご協力いただきました会員会費は、岬町の地域福祉活動（4～7ページ参照）の推進に活用して
まいりますので、今後とも社協並びに地区福祉委員会に対しましてご理解、ご協力をお願い申し上げます。
なお、本年も会員募集にご尽力いただきました自治区長（自治区）、民生委員・児童委員、福祉委員、ボラン
ティアの皆さま方には、心よりお礼申し上げます。
　今後とも、可能な範囲でご支援・ご協力頂ければ幸いです。

全国社会福祉協議会

大阪府社会福祉協議会

岬町社会福祉協議会
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※ 1 ※ 2

※ 3

＊１ 令和5年5月末
＊２ 令和5年3月末
＊３ 令和5年3月末

63
法人

2,921
名登録

ボランティア
367
名

名　称

種　別

会費額

個　　人 法人・事業所等

※4　社協の事業を決定する理事会、その議決機関である評議員会の選出母体となる。

※会員募集の詳細につきましては、次号（社協みさき第143号・10月１日）にてご報告いたします。

社会福祉活動を行う
団体・機関・事業者

１口　5,000円１口　10,000円１口　1,000円

一般会員 特別会員 組織構成会員 ※4

岬町全体の福祉活動に！！
社協活動・事業の運営費として

より身近な福祉活動に！！
地区福祉委員会の活動事業
費として

50%50%
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一般会員会費のつかいみち

社会福祉協議会（社協）とは？

社協の歩み

社協会員とは？

社協の仕組み

協社



令和4年度  決算報告（法人全体）令和4年度  決算報告（法人全体）

３

　令和4年度アルミ缶収益金として174,540円集まりました。
　集まった収益金は、岬町のボランティア活動の推進のために、活用させて頂きました。
　アルミ缶ボランティア活動にご協力頂きました皆様には、厚くお礼申し上げます。
　今後ともよろしくお願い申し上げます。

　令和5年3月7日、大阪いずみ市民生活協同組合と泉州ブロック（8市4町）の社会福祉協議会との間で
「災害時におけるボランティア活動支援に関する協定」を締結しました。
　これにより、岬町で大規模災害が発生した際、大阪いずみ市民生活協同組合から災害ボランティア活
動に支援をいただけることになり、災害ボランティアセンターの充実、強化が図られます。
　災害時、少しでも多くの被災さ
れた人たちへ寄り添い、被災地・
被災者主体で支援活動が行えるよ
う、今後より一層、他団体等との
連携を深めるともに、平時からの
つながりづくりをベースに、地域
の福祉力の向上を目指し、地域福
祉活動を推進します。

○資金収支計算書  （自）令和4年4月1日　（至）令和5年3月31日

○貸借対照表  （令和5年3月31日現在）

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入

流動資産

固定資産

　基本財産

　その他の固定資産

3,963,000
157,500

27,523,997
46,727,014

750,508
749,511

20,588,738
408

88,500

100,549,176

  23,901,297

 129,289,219

 47,806,725

 81,482,494

 

  153,190,516

人件費支出
事業費支出
事務費支出
分担金支出
助成金支出
固定資産取得支出
ファイナンス・リース債務の返済支出
積立資産支出
その他の活動による支出

流動負債
固定負債

基本金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金

負債及び純資産の部合計

負債の部合計

純資産の部合計

次期繰越活動増減差額
　(うち当期活動増減差額)

59,357,624
21,061,306
2,079,903

77,000
5,495,500

324,940
1,911,360
3,747,500
2,877,608

96,932,741
3,616,435

16,060,645
19,677,080

  9,498,575
 32,226,810
 41,725,385

  1,000,000
 22,406,652
 44,648,821
 43,409,658

5,344,525
 111,465,131
 153,190,516

純資産の部（円）

負債の部（円）資産の部（円）

支　　　出収　　　入

収入合計①

資産の部合計

金額（円） 金額（円）

支出合計②
収支差額（①-②）

前年度繰越金
当年度繰越金

ありがとう ！アルミ缶ボランティア活動 ！

「災害時におけるボランティア活動支援に関する協定」を締結しました。

（右）辻下　岬町社協会長
（左）勝山　大阪いずみ市民生活協同組合理事長



防災研修会

障がい者交流学習

心に寄り添い支え合う
有償活動実践講座

地域の話し合いの場
ワークショップ「赤提灯」

地域支援団体ネットワーク会議 地域福祉共育実践
プレゼンテーション
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　日常生活自立支援事業は、高齢や障が
い等により判断能力の不十分な方が、安
心して自立した生活を送れるように金銭
管理や福祉サービスの利用援助等の支援
を行っています。

金銭管理サービス 権利擁護講座

日常生活自立支援事業
　岬町社会福祉施設等連絡会・福祉施設協働事業は、町内の社会福祉法人や福祉施設が、事業種別を超え連
携して地域の生活課題や福祉課題の解決を図るために活動を推進しています。具体的な取り組みとしては、
生活支援型多機能バス「結」号を協働運行し、地域のサロンに「来ない方・来られない方」を対象に個別訪
問等の支援を行っています。「結」号の利用者の想いから専門職やボランティアがサポートを行い、それぞ
れに役割をもち社会参加できる居場所「みさきのわ」や「ゆめカフェ」を設立し支援しています。

岬町社会福祉施設等連絡会の構成一覧

社会福祉法人　ほたる　ケアハウスほたる

社会福祉法人　順風会
　　　　　　　ぽぽろ淡輪デイサービスセンター

社会福祉法人　岬町社会福祉協議会　　　

社会福祉法人　全電通近畿社会福祉事業団
　　　　　　　知的障害者総合福祉施設　愛の家

岬町社会福祉施設等連絡会・福祉施設協働事業

休日サロン「ゆめカフェ」 岬町社会福祉施設等連絡会会議

　障がい者や高齢者などの方々の通院等の送迎を行う移送サービスやふれあい給食サービス、福祉機器
貸出サービス等を行い、在宅生活の向上を支援しています。

福祉サービス事業

ふれあい給食サービス 福祉機器貸出サービス介護用品給付サービス移送サービス

・岬町地域福祉計画・地域福祉活動計画の
   推進
・福祉総合支援相談事業
・福祉資金貸付事業
・地域企業による社会貢献活動の推進　
・ひとり親家庭義務教育入学祝金支給事業
・カラオケ大会
・ゲートボール大会　など

その他の地域福祉事業

　赤い羽根共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、様々な地域福祉の問題
解決に取り組む民間団体を支援する仕組みとして、また住民の皆さまのやさしさや思いやりを届ける運動と
して推進しています。集まった募金は、身近な地域の福祉活動や大規模な災害が起こった際の災害支援など
へ配分されています。

緊急一時食糧支援事業共同募金協力型
自動販売機

歳末たすけあい「見守り・訪問活
動等」岬町民生委員児童委員協
議会助成金事業

歳末たすけあい運動
福祉団体等助成金事業

（贈呈式）

共同募金運動・歳末たすけあい運動

　介護予防・自立支援事業は、家族介護者の心と身体が健康で充実した介護が行え、要介護者も地域とつな
がり、ほほえみこぼれる介護を目指して、介護者(家族)の会「ほほえみ」と協働で介護講座の開催や介護
者・家族交流会等の活動を実施しています。また、認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活してい
けるよう、認知症支援推進の一環として、認知症カフェ「おにぎりサロン“喫茶Sunデー”」の開催などに
取り組んでいます。

介護予防・自立支援事業

介護講座 喫茶Ｓunデー「ほほえみ」による見守り訪問

岬町地域福祉計画・地域福祉活動計画
推進検討委員会

第3次岬町地域福祉計画・
地域福祉活動計画冊子
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を
時
系
列
に
整
理
す
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
3
回

で
延
べ
150
名
余
り
の
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
防

災
学
習
会
に
お
い
て
、
各

自
、
及
び
地
域
で
災
害
に

備
え
る
必
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

川
端
　
修

　
3
月
21
日（
火
）多
奈
川
小
学
校
体

育
館
に
て
、3
年
ぶ
り
に「
合
同
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、各
自
治
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
送

迎
で
、
130
余
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
多
奈
川
地
区
は
、
広
い
範
囲
に
民

家
が
点
在
し
て
お
り
、
他
の
自
治
区

に
住
ん
で
い
る
人
と
の
行
き
来
が
、

コ
ロ
ナ
等
で
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
合
同
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
開
催
す
れ
ば
、

地
域
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
と
思
い
、
多
奈
川
地
区
福
祉

委
員
会
で
計
画
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
地
域
の
ご
高
齢
の
方
へ
、

「
家
に
こ
も
っ
て
な
い
で
、
ま
ず
外
に
出
ま
し
ょ
う
！
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
最
初
に
岬
町
の
地
域
の
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
、
落
語
風
に

話
し
て
下
さ
っ
た
竹
本
さ
ん
。
大
学
院
生
で
、
趣
味
の
古
典
落
語
を

さ
れ
て
い
る
真
所
さ
ん
。
鍼
灸
師
で
三

線
の
弾
き
語
り
を
聞
か
せ
て
下
さ
っ
た

渕
原
さ
ん
。
三
人
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
区
福
祉
委
員
、
民

生
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

と
協
力
し
あ
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。

磯
打
　
千
代
枝

　
下
孝
子
で
は
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
「
喫
茶
た
ち
ば
な
」
に
取
組
ん

で
い
ま
す
が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
取
組
ん
だ
「
見
守
り
訪
問
活
動
」

の
こ
と
を
記
し
ま
す
。
私
は
地
域
の
福
祉
活
動
の
中
で
、
一
番
効
果
的

と
い
う
か
、
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
は
何
と
い
っ
て
も
「
見
守
り
訪
問

活
動
」
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
を
見
る
と
安
心
し
ま

す
。
嬉
し
い
で
す
。
い
つ
ま
で
も
心
と
体
が
健
康
で
長
生
き
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
見
守
り
訪
問
活
動
は
好
評
で
す
。
少
し
の
手
土

産
と
い
う
か
粗
品
（
コ
ロ
ナ
対
策
用
品
や
介
護
予
防
等
の
啓
発
資
料

等
）
を
添
え
て
訪
問
し
ま
す
。
訪
問
し
ま
す
と
、
い
つ
も
必
ず
「
わ
ざ

わ
ざ
訪
ね
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う
。
ご
苦
労
様
。
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
言
葉
だ
け
で
も
う
充
分
で
す
。
見
守
り
訪
問
し
て
よ
か
っ

た
な
あ
と
感
じ
る
瞬
間
で
す
。
我
々
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
訪
問
に
ど
ん

な
粗
品
を
も
っ
て
い
こ
う
か
と
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
大
好
評
だ
っ

た
の
は
「
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
食
品
」
で
し
た
。
最
初
は
「
好
き

嫌
い
が
あ
る
の
で
ど
う
か
な
？
」
と
3
人
の
ス
タ
ッ
フ
間
で
話
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
手
渡
し
た
瞬
間
は
皆
さ
ん
明
る
い
顔
に
な
っ
て
「
あ
り

が
と
う
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
は
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
の
発
案
で
「
コ
ロ
ナ
で
外
出
自
粛
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
買
い
物
な
ど
で
困
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
考
え
、
わ

ざ
わ
ざ
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
近
く
ま
で
買
い
に
走
っ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

ま
た
、
実
用
的
な
も
の
と
い
う
か
日
常
生
活
必
需
品
も
喜
ば
れ
ま
す
。

「
45
リ
ッ
ト
ル
の
ゴ
ミ
袋
」
も
好
評
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
禍
の

3
年
間
は
「
マ
ス
ク
」
も
粗
品
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
好
評
で
し
た
。

粗
品
は
何
に
し
よ
う
か
あ
れ
こ
れ
考
え
な
が
ら
、
見
守
り
訪
問
に
備
え

ま
し
た
。

　
今
後
の
地
域
活
動
は
体
を
動
か
す
よ
う
な
屋
外
で
の
散
歩
や
農
業
・

園
芸
的
な
も
の
を
取
り
入
れ
た
ら
と
も
思
い
ま
す
。

し
か
し
高
齢
者
の
方
が
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

か
ど
う
か
懸
念
さ
れ
ま
す
。
地
域
活
動
も
マ
ン
ネ
リ

化
し
な
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。
　平

山
　
隆
信

見
守
り
訪
問
活
動
を
振
り
返
っ
て
・
・
・

「
防
災
学
習
会
」
を
実
施
し
ま
し
た

「
合
同
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
開
催

多
奈
川
地
区

　
2
月
9
日（
木
）、
晴
天
の
も
と
、
淡
輪
小
4
年
生
の
車
い
す
体
験

交
流
学
習
に
、
岬
高
校
の
応
援
4
名
と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。

（
児
童
55
名
、
ス
タ
ッ
フ
総
勢
30
名
、
車
い
す
9
台
）

　
ま
ず
、
先
生
か
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
発
表
で
す
。

　
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
、
車
い
す
で
入
れ
る
か
？
　
難
波
ま
で
の

切
符
は
い
く
ら
か
？
自
分
で
見
て
、
買
え
る
か
？
駐
車
場
の
看
板

は
？
　
自
動
販
売
機
の
し
る
こ
は
い
く
ら
？
（
自
分
で
買
え
る

か
？
）
郵
便
ポ
ス
ト
に
、
自
分
で
葉
書
を
投
函
す
る
、
な
ど
で
す
。

い
ず
れ
も
な
か
な
か
難
題
で
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
2
コ
ー
ス
を
、
3
人
一
組
で
、
車
い
す
に
乗
っ
た

り
、
押
し
た
り
、
周
囲
の
安
全
確
認
や
補
助
な
ど
、
道
路
の
段
差

や
、
対
向
車
や
横
断
歩
道
で
の
、
予
想
以
上
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
、

初
め
て
の
車
い
す
体
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
果
敢
に
挑
戦
し
、
工
夫

し
て
、
気
が
付
い
た
こ
と

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
周
辺
の
ご
く

一
部
の
通
学
路
で
し
た

が
、
車
い
す
の
大
変
さ
を

改
め
て
実
感
し
た
次
第
で

す
。
普
段
、
気
が
付
か
な

い
こ
と
を
発
見
す
る
良
い

機
会
で
し
た
。

　
児
童
た
ち
に
つ
い
て
歩

い
て
、
良
い
汗
を
か
き
、

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

川
村
　
富
美
代

車
い
す
体
験
交
流
学
習

ま
　
ど
こ
ろ
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深
日
地
区

淡
輪
地
区

孝
子
地
区

　
本
年
3
月
か
ら
4
月
に
か
け

て
、
大
阪
府
防
災
グ
ル
ー
プ
及
び

A
D
I
災
害
研
究
所
の
指
導
の
も

と
、
深
日
地
区
第
二
層
協
議
体

「
友
さ
ん
の
会
」
と
深
日
地
区
福

祉
委
員
会
の
共
催
に
よ
る
防
災
学

習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
3
回
に

分
け
て
実
施
し
、
1
回
目
は
「
地

域
の
想
定
さ
れ
る
災
害
リ
ス
ク
に

つ
い
て
」
と
「
水
害
時
の
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
学

習
し
、
2
回
目
は
避
難
を
想
定
し
、
地
域
の
状
況
を
知
る
た
め
に

「
ま
ち
歩
き
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
3
回
目
は
災
害
発
生
に
備

え
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
）
」
が
事
前
に
と
る
べ
き
防
災
行

動
に
つ
い
て
、「
い
つ
」

「
誰
が
」「
何
を
す
る
か
」

を
時
系
列
に
整
理
す
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
3
回

で
延
べ
150
名
余
り
の
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
防

災
学
習
会
に
お
い
て
、
各

自
、
及
び
地
域
で
災
害
に

備
え
る
必
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

川
端
　
修

　
3
月
21
日（
火
）多
奈
川
小
学
校
体

育
館
に
て
、3
年
ぶ
り
に「
合
同
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、各
自
治
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
送

迎
で
、
130
余
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　
多
奈
川
地
区
は
、
広
い
範
囲
に
民

家
が
点
在
し
て
お
り
、
他
の
自
治
区

に
住
ん
で
い
る
人
と
の
行
き
来
が
、

コ
ロ
ナ
等
で
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
合
同
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
開
催
す
れ
ば
、

地
域
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
と
思
い
、
多
奈
川
地
区
福
祉

委
員
会
で
計
画
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
地
域
の
ご
高
齢
の
方
へ
、

「
家
に
こ
も
っ
て
な
い
で
、
ま
ず
外
に
出
ま
し
ょ
う
！
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
最
初
に
岬
町
の
地
域
の
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
、
落
語
風
に

話
し
て
下
さ
っ
た
竹
本
さ
ん
。
大
学
院
生
で
、
趣
味
の
古
典
落
語
を

さ
れ
て
い
る
真
所
さ
ん
。
鍼
灸
師
で
三

線
の
弾
き
語
り
を
聞
か
せ
て
下
さ
っ
た

渕
原
さ
ん
。
三
人
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
区
福
祉
委
員
、
民

生
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

と
協
力
し
あ
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。

磯
打
　
千
代
枝

　
下
孝
子
で
は
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
「
喫
茶
た
ち
ば
な
」
に
取
組
ん

で
い
ま
す
が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
取
組
ん
だ
「
見
守
り
訪
問
活
動
」

の
こ
と
を
記
し
ま
す
。
私
は
地
域
の
福
祉
活
動
の
中
で
、
一
番
効
果
的

と
い
う
か
、
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
は
何
と
い
っ
て
も
「
見
守
り
訪
問

活
動
」
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
を
見
る
と
安
心
し
ま

す
。
嬉
し
い
で
す
。
い
つ
ま
で
も
心
と
体
が
健
康
で
長
生
き
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
見
守
り
訪
問
活
動
は
好
評
で
す
。
少
し
の
手
土

産
と
い
う
か
粗
品
（
コ
ロ
ナ
対
策
用
品
や
介
護
予
防
等
の
啓
発
資
料

等
）
を
添
え
て
訪
問
し
ま
す
。
訪
問
し
ま
す
と
、
い
つ
も
必
ず
「
わ
ざ

わ
ざ
訪
ね
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う
。
ご
苦
労
様
。
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
言
葉
だ
け
で
も
う
充
分
で
す
。
見
守
り
訪
問
し
て
よ
か
っ

た
な
あ
と
感
じ
る
瞬
間
で
す
。
我
々
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
訪
問
に
ど
ん

な
粗
品
を
も
っ
て
い
こ
う
か
と
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
大
好
評
だ
っ

た
の
は
「
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
食
品
」
で
し
た
。
最
初
は
「
好
き

嫌
い
が
あ
る
の
で
ど
う
か
な
？
」
と
3
人
の
ス
タ
ッ
フ
間
で
話
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
手
渡
し
た
瞬
間
は
皆
さ
ん
明
る
い
顔
に
な
っ
て
「
あ
り

が
と
う
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
は
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
の
発
案
で
「
コ
ロ
ナ
で
外
出
自
粛
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
買
い
物
な
ど
で
困
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
考
え
、
わ

ざ
わ
ざ
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
近
く
ま
で
買
い
に
走
っ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

ま
た
、
実
用
的
な
も
の
と
い
う
か
日
常
生
活
必
需
品
も
喜
ば
れ
ま
す
。

「
45
リ
ッ
ト
ル
の
ゴ
ミ
袋
」
も
好
評
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
禍
の

3
年
間
は
「
マ
ス
ク
」
も
粗
品
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
好
評
で
し
た
。

粗
品
は
何
に
し
よ
う
か
あ
れ
こ
れ
考
え
な
が
ら
、
見
守
り
訪
問
に
備
え

ま
し
た
。

　
今
後
の
地
域
活
動
は
体
を
動
か
す
よ
う
な
屋
外
で
の
散
歩
や
農
業
・

園
芸
的
な
も
の
を
取
り
入
れ
た
ら
と
も
思
い
ま
す
。

し
か
し
高
齢
者
の
方
が
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

か
ど
う
か
懸
念
さ
れ
ま
す
。
地
域
活
動
も
マ
ン
ネ
リ

化
し
な
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。
　平

山
　
隆
信

見
守
り
訪
問
活
動
を
振
り
返
っ
て
・
・
・

「
防
災
学
習
会
」
を
実
施
し
ま
し
た

「
合
同
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
開
催

多
奈
川
地
区

　
2
月
9
日（
木
）、
晴
天
の
も
と
、
淡
輪
小
4
年
生
の
車
い
す
体
験

交
流
学
習
に
、
岬
高
校
の
応
援
4
名
と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。

（
児
童
55
名
、
ス
タ
ッ
フ
総
勢
30
名
、
車
い
す
9
台
）

　
ま
ず
、
先
生
か
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
発
表
で
す
。

　
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
、
車
い
す
で
入
れ
る
か
？
　
難
波
ま
で
の

切
符
は
い
く
ら
か
？
自
分
で
見
て
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し
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補
助
な
ど
、
道
路
の
段
差

や
、
対
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横
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、
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上
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ク
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デ
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初
め
て
の
車
い
す
体
験
に
も
か
か
わ
ら
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、
果
敢
に
挑
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、
工
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し
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、
気
が
付
い
た
こ
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を
話
し
て
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れ
ま
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で
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一
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で
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開催日　７月４日（火）
　　　　８月１日（火）
　　　　９月５日（火）
場　所　みんなのたまり場
主　催　淡輪地区福祉委員会

喫茶たまり場
開催日　７月11日（火）
　　　　８月 ８日（火）
         　９月12日（火）
場　所　淡輪老人福祉センター
主　催　淡輪地区福祉委員会

喫茶ぼちぼち

開催日　7月19日（水）
　　　　9月20日（水）

場　所　深日会館
主　催　深日地区福祉委員会

ふれあい喫茶 おーぷんかふぇ　ほほえみ

開 催 日　8月23日（水）〈偶数月第4水曜日開催〉　
　　　　　※開催時間未定のためお問い合わせ
　　　　　　ください
参加対象　こころにつらさや不安をお持ちの方など
場　　所　みんなのたまり場
主　　催　精神保健福祉ボランティアグループ
　　　　　「ほのぼのみさき」

◎開催日時・場所の変更、開催の中止等の場合がありますので、まずは下記の「お申込・お問
　合せ」にご連絡ください!

ほのぼのサロン
開 催 日　7月21日（金）
　　　　　8月18日（金）
　　　　　9月15日（金）
参加対象　ひきこもりやこころにつらさ・不安
　　　　　のある方の家族など
場　　所　みんなのたまり場 
主　　催　精神保健福祉家族会「あすなろ」

あすなろサロン

岬町社会福祉協議会・岬町ボランティア住民活動支援センターお申込・お問合せ
TEL 072-492-0633／072-492-5700　FAX072-492-5701
E-Mail info@misakisyakyo.jp

午前10時～午後3時
〈毎月第１火曜日開催〉

午前10時～正午
〈毎月第3水曜日開催〉
（8月と12月はお休み）

開催日　7月20日（木）
　　　　9月21日（木）
場　所　岬町社会福祉協議会
主　催　岬町介護者(家族)の会ほほえみ

午後1時30分～午後3時30分
〈毎月第３木曜日開催〉

午前10時～午後3時
〈毎月第2火曜日開催〉

午後1時～午後3時
〈毎月第3金曜日開催〉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

サ
ロ
ン
活
動

ボランティア体験プログラムのご案内
○ボランティア体験プログラムって…？
　　大阪府社会福祉協議会、岬町社会福祉協議会・岬町ボランティア住民活動支援センターの共催で、岬町内の

ボランティアグループ・団体等の協働による、子どもから大人まで、誰もがボランティアを身近に体験しても
らうためのプログラムです。この機会にボランティア活動を通してたくさんの人と出会い、新しい経験を積
み、自分の世界を広げてみませんか?

○プログラム内容
　詳細は、岬町社会福祉協議会のホームページをご覧ください。
　右記QRコードからホームページをご覧いただくことも可能です。
○体験期間　令和5年7月1日(土)～令和6年3月31日(日)
　　　　　　※令和5年12月1日から令和6年3月31日までは、岬町独自の実施期間(予定)です。
○参加対象　ボランティアに関心・興味のある方 
　　　　　　※プログラムによって、参加対象が異なります。 ※高校生以下の方は、保護者の同意が必要です。 
○申込方法　※ 参加希望日の10日前までに下記の「お申込・お問合せ」へお申込ください。
　　　　　　【感染等の拡大防止や自然災害等への対応状況等により、プログラムを中止・延期する場合があります。】

11

会員募集中！！会員募集中！！

10

ほほえみ だよりほほえみ だより 【連絡先】岬町社会福祉協議会内  ほほえみ（岬町介護者家族の会）
　　　　 事務局 TEL 072-492-0633 ／ FAX 072-492-5701

　今年は３年振りに会員の皆様と対面での総会となりました。ま
だ、コロナ感染症が終息した訳ではありませんが、緊張しつつ有
意義な総会となりました。
　第2部では「防犯教室（特殊詐欺被害防止について）」を、大阪府
警察本部生活安全指導班の警察官による寸劇を交えて、実際の日
常生活の中で起こりうる、詐欺被害について話をして頂きまし
た。段々と詐欺の手口が巧妙になってきています。被害者の約9
割が高齢者。被害にあった人のほとんどが「自分は大丈夫！」と
思っていたそうです。自宅への1本の電話によって被害にあっている様です。詐欺の被害にあわない
様に、自宅の電話を留守番電話にしたり、相手との会話を録音する機能のついた電話機にする。ある
いは自分1人で判断せずに、まわりの人や知人に相談するなど、対策していかねばと改めて思いました。
＊ちなみに今年に入って泉南警察管内では被害は0件という事でした。
　今年は「ほほえみ」本来の活動ができる事を楽しみにしています。　　　　　　　　　 橋爪　克枝

5月11日に令和５年度「ほほえみ」総会を開催しました5月11日に令和５年度「ほほえみ」総会を開催しました

連絡先▶岬町社協地域包括支援センター　☎072（425）9058　/　FAX072（425）9059
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-Mail:houkatu@misakisyakyo.jp

岬町社協地域包括支援センター通信

　難聴のためにコミュニケーションが取りづらくなることで社会的なつながりが薄れ、「フレイル
（体や心の働きが弱くなった状態）」を生じている可能性があることがわかってきています。フレイ
ルを放っておくと要介護状態になる可能性があります。難聴は徐々に進行するので、本人が気づか
ない場合もあります。聞こえにくさをそのままにしているとフレイルだけではなく認知症やうつ病
の発生リスクも高くなります。大事なことは早めに気づき適切な取り組みをすることです。フレイ
ルの進行を防いで、元気な状態を取り戻しましょう。
　岬町が補聴器を購入するための費用の一部を助成する「高齢者補聴器購入費助成事業」を開始し
ています。詳しい事業の内容（対象者や申請方法など）を必ずご確認ください。　　　　　　　　
　　　　

「聞こえにくさ」をそのままにしていませんか？

みなさま、こんにちは！！　岬町社協地域包括支援センターです。

〈岬町高齢者補聴器購入費助成事業についての問合せ先〉
  岬町しあわせ創造部　高齢福祉課　高齢介護係　電話 072-492-2716

　介護のこと、1人で悩んでいませんか？1人で抱え
こまないで…。
　わかりあえる仲間があなたを待っています。
いっしょに“ほほえみ“をもって介護しませんか？
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灯

台

　
令
和
5
年
の
3
月
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
町

か
ら
の
知
ら
せ
で
逢
帰
ダ
ム
の
渇
水
に
伴

う
配
管
の
切
替
作
業
が
、
4
月
に
あ
る
こ

と
を
知
り
、
2
年
近
く
前
の
紀
ノ
川
断
水

が
ふ
と
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
孝
子
地
区

は
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
お
店
が
一
軒
も
な
い

の
で
、
食
料
や
水
の
確
保
を
万
全
に
し
て

断
水
に
備
え
て
お
か
な
い
と
、
と
思
い
ま

し
た
。

　
断
水
予
定
は
3
〜
4
日
で
し
た
の
で
、

紙
皿
や
紙
コ
ッ
プ
、
割
り
箸
や
飲
料
水
を

用
意
し
、
食
事
は
、
パ
ッ
ク
ご
は
ん
や
作

り
置
き
の
お
か
ず
で
過
ご
し
、
お
風
呂
も

入
れ
な
い
の
で
銭
湯
に
で
も
行
っ
て
「
し

ば
ら
く
主
婦
も
休
業
で
す
」
と
言
い
な
が

ら
楽
し
く
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
断
水
前
日
に
な
り
止
水
バ

ル
ブ
の
位
置
を
確
認
し
捻
っ
て
み
る
と
、

硬
く
て
回
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
ぐ
に
岬

水
道
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
す
る
と
、
バ
ル

ブ
の
交
換
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
断
水
１
日
目
は
、
雨
が
降
る
な
か
、
朝

8
時
か
ら
給
水
車
の
応
急
給
水
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。
事
前
通
知
が
あ
っ
た
の

で
、
水
の
確
保
に
混
雑
す
る
こ
と
も
な

く
、
水
を
も
ら
い
に
行
く
と
親
切
に
対
応

し
て
頂
き
、ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
断
水
2
日
目
を
迎
え
「
家
事
は
し
な
く

て
い
い
し
、
こ
ん
な
日
も
あ
っ
て
い
い

な
」
と
思
い
な
が
ら
近
所
を
散
歩
し
て
い

る
と
、
切
替
作
業
が
終
了
し
断
水
も
解
除

　
久
し
ぶ
り
の
制
限
の
な
い
〝
い

き
い
き
サ
ロ
ン
〞は「
お
元
気
で
し

た
か
ー
」
と
笑
顔
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
み
ん
な
で
の
食
事
を
楽
し
ま

れ
る
よ
う
す
に
コ
ロ
ナ
以
前
の
活

動
が
出
来
る
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
紙
面
も
新
し
い
活
動
報
告
が
出

来
ま
す
よ
う
に
投
稿
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
小
藪
　
博
子

孝
子
の
断
水

紹介コーナー

岬町にお住まいの赤ちゃん写真を大募集しています！

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　私は、12歳の時に堺から岬町深日に引っ越
してきました。今年で89歳になります。こん
なに、長生きが出来るとは思いませんでし
た。これも、皆様や家族のおかけです。毎日
元気です。
　パソコンは「出張福祉何でも相談」等で学び、
名簿・プログラム作りをしました。グランドゴ
ルフでは、みんなと楽しく運動し、コロナに負け
ず元気で過ごしています。
　岬町介護者（家族）の会「ほほえみ」や長生
会寿会では賑やかに楽しく、家庭菜園では野菜
等も作り、家族も喜んで食べてくれます。
　これから、どれだけ生きられるかわかりませ
んが、みんなと共に病気等しない様に暮らして
いきたいと願っています。

に
な
っ
た
こ
と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。
そ

の
日
の
夕
方
か
ら
は
、
い
つ
も
の
様
に
き

れ
い
な
水
が
出
て
、
そ
れ
と
同
時
に
い
つ

も
の
日
常
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
業
者
の
方
々
が
、
早
急
に
作
業
に
あ

た
っ
て
頂
い
た
お
陰
で
安
心
し
て
水
が
届

く
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
備
え
て
い
た
も
の
は
次
の
緊
急
時
に

と
っ
て
お
き
、
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

や
ね
」
と
言
い
な
が
ら
孝
子
の
断
水
は
無

事
終
わ
り
ま
し
た
。

野
間
　
桂
子

○
2
０
，０
０
０
円

　
　
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
　
　
　
　
日
根
組
仏
教
婦
人
会
連
盟
　
様

○
1
０
０
，０
０
０
円

　
　
　
淡
輪
地
区  

匿
名
希
望
　
様

　
　
（
内
、
5
0
，0
0
0
円
を
　
　

淡
輪
地
区
福
祉
委
員
会
へ
）

（
受
付
３
月
１
日
〜
５
月
31
日
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

あ
い
が
え
り

さん（89歳）

R4. 4. 16生まれ
多奈川  照屋  健心ちゃん
R4. 4. 16生まれ
多奈川  照屋  健心ちゃん

すくすく
　成長中～☆

いっぱい
思い出

作ろうね☆

幸せいっぱいの
人生を！

R5. 1. 7生まれ
望海坂  久岡  華ちゃん

　　　　　 はな
R5. 1. 7生まれ
望海坂  久岡  華ちゃん

　　　　　 はな

                けんしん　　　       けんしん

R3. 11. 21生まれ
望海坂  久岡  信之介ちゃん
R3. 11. 21生まれ
望海坂  久岡  信之介ちゃん

　　　　　 しん の すけ　　　　　 しん の すけ

ねぇねが
　　　    大好き♡

元気にすくすく
　　 大きくなぁれ！

R4. 6. 9生まれ
深日  足立  瑠夏ちゃん

                る  か
R4. 6. 9生まれ
深日  足立  瑠夏ちゃん

                る  か


